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22
日
午
前
零
時
に
核
兵

器
禁
止
条
約
が
発
効
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
核
兵

器
の
開
発
、
実
験
、
生
産
、

保
有
、
使
用
、
威
嚇
は
違

法
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
同
日
、
心
か
ら
歓

迎
す
る
以
下
の
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

一
、条
約
の
発
効
は
、広

人
類
史
上
初
「
核
兵
器
は
違
法
」

　
　
心
か
ら
歓
迎
す
る
　
志
位
委
員
長
が
声
明

核兵器禁止条約が発効

長崎平和公園で発効を歓迎してアピール（22 日）
「日本政府は条約批准を」

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
強
化
し
、
医
療
支
援
を

   
ノ
ー
ベ
ル
賞
４
氏
が
声
明
・
訴
え

　

ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理

学
賞
を
受
賞
し
た
大
隅
良

典
、大
村
智
、本
庶
佑
、山

中
伸
弥
の
４
氏
が
８
日
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
強
化
や
医
療

支
援
を
政
府
に
要
望
す
る

声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

14
日
に
は
本
庶
、
大
隈
両

氏
が
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て

訴
え
ま
し
た
。

　

本
庶
氏
は
、「
現
在
の
最

大
の
問
題
は
無
症
候
感
染

者
だ
」
と
指
摘
し
、
日
本

の
検
査
数
の
少
な
い
こ
と

に
つ
い
て
「
感
染
者
の
早

期
発
見
と
隔
離
は
医
学
の

公
衆
衛
生
の
許
可
書
に
書

い
て
あ
る
。
な
ぜ
厚
労
省

は
医
学
の
教
科
書
に
書
い

て
あ
る
こ
と
を
し
な
い
の

か
」
と
批
判
。
完
全
自
動

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
搭
載

車
両
が
開
発
さ
れ
た
こ
と

を
紹
介
し
、「
１
０
０
０
台

あ
れ
ば
一
日
２
５
０
万
の

検
体
が
可
能
だ
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
両
氏
は
医
療
へ
の

財
政
支
援
を
強
く
求
め
、

大
隅
氏
は
「
感
謝
の
言
葉

で
は
済
ま
な
い
。
医
療
従

事
者
の
絶
対
数
を
増
や
す

努
力
が
重
要
だ
」
と
語
り

ま
し
た
。

「核なき世界」次世代に手渡そう

島
・
長
崎
の
被
爆
者
を
は

じ
め
、「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
を
求
め
る
世
界
の
圧

倒
的
多
数
の
政
府
と
市
民

社
会
の
共
同
し
た
取
り
組

み
に
よ
る
画
期
的
成
果
で

あ
る
。

　

一
、条
約
の
発
効
は
、核

兵
器
保
有
国
や
、
核
兵
器

に
依
存
す
る
国
を
、「
国
際

法
違
反
の
国
」と
し
て
、政

治
的
・
道
義
的
に
追
い
詰

め
て
い
く
大
き
な
力
を
発

揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

一
、
菅
政
権
が
、
世
界

の
流
れ
に
背
を
向
け
て
、

「
核
抑
止
力
の
維
持
・
強

化
」
を
持
ち
出
し
、
国
民

多
数
が
望
む
禁
止
条
約
へ

の
参
加
を
拒
否
し
て
い
る

こ
と
は
、
恥
ず
べ
き
態
度

で
あ
り
、
内
外
で
失
望
を

広
げ
て
い
る
。「
核
抑
止
」

と
い
う
考
え
は
、
い
ざ
と

な
れ
ば
広
島
・
長
崎
の
よ

う
な
「
破
滅
的
な
人
道
的

結
果
」
を
容
認
す
る
も
の

で
あ
り
、
と
う
て
い
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で

あ
る
日
本
が
条
約
に
参
加

す
れ
ば
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
に
向
け
大

き
な
前
向
き
の
変
化
を
つ

く
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

日
本
共
産
党
は
、
条
約
に

署
名
・
批
准
す
る
新
し
い

政
権
を
つ
く
る
た
め
、
全

力
を
つ
く
す
。

 

（
声
明
全
文
は
共
産
党
HP

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
22
日
、東
京
都
内
で
新
た

に
１
１
７
５
人
の
感
染
者

が
確
認
さ
れ
た
。
10
日
連

続
で
１
０
０
０
人
を
超
え

た
」「
緊
急
事
態
宣
言
が
再

発
令
さ
れ
て
２
週
間
、
解

除
目
安
の
５
０
０
人
に
は

【
う
ら
へ
続
く
】

新型コロナで雇用悪化
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新
し
い
日
本
を
つ
く
る

　
　
　
　

５
つ
の
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

提
案
４　

地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と

共
生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る

　

気
候
変
動
問
題
で
も
、
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
流
行
）
の
問
題
で
も
、地
球
規
模
で
の
環
境

破
壊
を
止
め
る
こ
と
は
、
人
類
の
生
存
に
と
っ
て
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

⑭
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実

質
ゼ
ロ
に
し
ま
す
。
大
型
石
炭
火
力
の
建
設
計
画
を

中
止
し
、
既
存
施
設
の
計
画
的
停
止
・
廃
止
を
実
施

し
ま
す
。
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
電
力
の
４
割
以
上

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
い
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
１
９
９
０
年
比
で
40
～
50
％
削
減
す

る
計
画
を
策
定
・
実
施
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら

の
経
済
社
会
の
回
復
は
、
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー

（
環
境
に
配
慮
し
た
回
復
）の
立
場
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

⑮
原
発
の
再
稼
働
を
中
止
し
、「
原
発
ゼ
ロ
の
日

本
」
を
実
現
し
ま
す
。
破
綻
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

か
ら
撤
退
し
ま
す
。

　

⑯
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
防
ぐ
う
え
で
、
健
全
な

環
境
、
人
間
の
健
康
、
動
物
の
健
康
を
、
一
つ
の
健

康
と
考
え
る
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
ア
プ
ロ
ー
チ
が
国
際

的
な
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
を
拡
散
す
る

恐
れ
の
あ
る
野
生
生
物
の
取
引
と
消
費
の
抑
制
、
森

林
破
壊
の
防
止
と
土
地
利
用
の
転
換
の
抑
制
、
自
然

と
の
調
和
を
欠
い
た
農
業
や
畜
産
か
ら
持
続
可
能
な

食
糧
生
産
へ
の
転
換
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

提
案
５　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性

を
大
切
に
し
、
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治
を

　

⑰
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

後
進
国
・
日
本
」の
矛
盾
が
噴
き
出
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
女
性
が
職
を
失
い
、
家
事
・
育
児
負
担
の
増
大
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
、
女
性
の
自

殺
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、き
わ
め
て
重
大
で
す
。あ

ら
ゆ
る
問
題
に
対
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
貫
く

と
と
も
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て
以

下
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

・
雇
用
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
を
な
く
し
ま

す
。

　

・
民
法
を
改
正
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
実

現
し
、同
性
婚
を
認
め
ま
す
。
戦
前
の
「
家
父
長
制
」

を
引
き
継
い
だ
「
世
帯
主
」
の
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

　
・
性
暴
力
根
絶
を
め
ざ
し
、強
制
性
交
等
罪
の
「
暴

行
・
脅
迫
要
件
」
を
撤
廃
し
、
同
意
要
件
を
新
設
す

る
な
ど
の
法
改
正
を
行
い
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
＆
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
・

権
利
）
を
保
障
す
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

・「
２
０
３
０
年
ま
で
に
男
女
半
々
」
を
め
ざ
し
、

政
治
分
野
な
ど
政
策
・
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

⑱
外
国
人
労
働
者
へ
の
差
別
を
な
く
し
、
労
働
者

と
し
て
の
権
利
を
保
障
し
ま
す
。難
民
認
定
制
度
、入

国
管
理
法
の
抜
本
改
正
を
行
い
、
人
権
を
蹂
じ
ゅ
う
り
ん躙
す
る

ほ
ど
遠
い
」「
21
日
、都
の

累
計
感
染
者
が
９
万
人
を

超
え
た
」「
自
宅
療
養
中
の

死
亡
な
ど
医
療
提
供
体
制

の
ひ
っ
迫
が
深
刻
化
し
て

い
る
」

効
（
22
日
）。「
良
か
っ
た
。

歴
史
的
な
日
だ
」「
カ
ナ
ダ

在
住
の
被
爆
者
サ
ー
ロ
ー

節
子
さ
ん
が
、
発
効
は
75

年
間
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

続
け
て
き
た
成
果
。
廃
絶

へ
の
第
一
歩
、
廃
絶
ま
で

頑
張
る
と
発
言
を
し
て
い

た
」「
核
保
有
国
や
米
国
の

核
の
傘
の
下
に
あ
る
日
本

米
国
大
統
領
に
就
任
（
20

日
）。「
ト
ラ
ン
プ
支
持
者

に
よ
る
議
会
襲
撃
が
あ
っ

た
た
め
、
就
任
式
は
厳
戒

下
で
行
わ
れ
た
」「
地
球
温

暖
化
対
策
の
パ
リ
協
定
復

帰
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
再
加
入

な
ど
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
時

代
の
政
策
転
換
に
着
手
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

卓
球
の
全
日
本
選
手
権
。

参
加
し
て
い
な
い
」「
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
と
し
て

堂
々
と
参
加
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

河
井
案
里
被
告
に
有
罪

判
決
（
東
京
地
裁
、21
日
）。

「
懲
役
１
年
４
カ
月
、執
行

猶
予
５
年
を
言
い
渡
し

た
」「
お
と
と
し
の
参
議
院

選
で
地
元
議
員
に
現
金
を

渡
し
買
収
し
た
罪
を
問
わ

れ
て
い
た
」「
河
井
氏
は
罪

を
認
め
一
刻
も
早
く
議
員

辞
職
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

バ
イ
デ
ン
氏
が
第
46
代

「
男
子
単
は
及
川
瑞
基
選

手
が
初
優
勝
。
吉
村
選
手
、

張
本
選
手
と
全
日
本
タ
イ

ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
破
っ
て

の
優
勝
は
立
派
」「
女
子
単

で
は
石
川
佳
純
選
手
が
伊

藤
美
誠
選
手
に
競
り
勝
っ

て
５
年
ぶ
り
５
回
目
の
優

勝
。
石
川
選
手
の
粘
り
は

す
ご
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
20
日
の
大
寒
の
日
は

そ
の
名
の
と
お
り
寒
か
っ

た
」「
青
梅
市
で
マ
イ
ナ
ス

５
・
５
℃
が
観
測
さ
れ
た
」

「
道
路
脇
の
水
た
ま
り
が

凍
っ
て
い
た
」

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

通
常
国
会
開
会
（
18

日
）。「
代
表
質
問
が
始

ま
っ
た
が
菅
首
相
は
、
自

画
自
賛
や
事
実
と
異
な
る

答
弁
が
多
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発

非
人
道
的
な
収
容
を
や
め
ま
す
。

　

⑲
少
人
数
学
級
の
速
や
か
な
実
現
を
は
か
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
大
切
に
し
、

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
、

少
人
数
学
級
は
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

過
度
な
競
争
と
管
理
と
い
う
教
育
の
あ
り
方
を
見
直

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
意
義
を
も
つ
も
の
で
す
。

　

⑳
国
費
を
数
千
億
円
単
位
で
投
入
し
て
「
文
化
・

芸
術
復
興
基
金
」を
緊
急
に
設
立
す
る
と
と
も
に
、国

の
文
化
予
算
の
大
幅
増
額
を
は
か
り
、
文
化
・
芸
術

を
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
糧
と

し
て
守
り
育
て
る
国
を
つ
く
り
ま
す
。

日本共産党


